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同
窓
会
支
部
設
立
要
項
決
ま
る
！

（1）

　

常
磐
大
学
同
窓
会（
以
下
、「
同
窓
会
」と
い
う
。）設
立
２０
周
年
を
記
念
し
、
常
磐
大
学
同
窓
会
支
部
細
則（
以
下
、

「
細
則
」
と
い
う
。）が
2
0
0
7
年
5
月
26
日
の
幹
事
会
に
お
い
て
承
認
、
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
ま
し
て
、
こ
こ
に
支
部
設
立
申
請
に
関
わ
る
手
続
き
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

「
支
部
設
立
に
関
わ
る
特
別
補
助
に
つ
い
て
」

　

支
部
の
設
立
後
は
、
毎
年
４
月
末
日
ま
で
に
、
次
の

書
類
を
事
務
局
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

①　

前
年
度
事
業
報
告
書
﹇
様
式
第
４
号‒

２
﹈

　
　

※　

前
年
度
実
施
し
た
各
事
業
内
容
（
実
施
日
、

　
　
　

参
加
人
数
、
実
施
場
所
な
ど
）
に
つ
い
て
具
体

　
　
　

的
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　

②　

前
年
度
決
算
書
﹇
様
式
第
５
号‒

１
﹈

　
　

※　

年
度
予
算
書
を
作
成
し
て
い
な
い
場
合
に
は

　
　
　

事
業
ご
と
に
予
算
書
、決
算
書
（
会
計
報
告
等
）     

　
　
　

を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

　

③　

当
年
度
事
業
計
画
書
﹇
様
式
第
４
号‒

３
﹈

　

④　

当
年
度
予
算
書
﹇
様
式
第
５
号‒

２
﹈

　

⑤　

支
部
員
名
簿　
　
　

 ﹇
様
式
第
３
号
﹈

　
　

※　

毎
年
４
月
１
日
現
在
と
し
て
作
成
し
て
く
だ

　
　
　

さ
い
。
な
お
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、新
入
会
者
・

　
　
　

退
会
者
・
住
所
等
の
変
更
内
容
に
つ
い
て
明
確

　
　
　

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

⑥　

そ
の
他
、
事
務
局
が
必
要
と
認
め
る
書
類
。

①
〜
⑥
の
各
様
式
に
つ
い
て
、
支
部
に
お
い
て
作
成
し

た
任
意
の
様
式
が
あ
る
場
合
は
、
改
め
て
作
成
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

支
部
を
解
散
し
よ
う
と
す
る
場
合
、「
解
散
届
」（
様

式
第
７
号
）
を
事
務
局
に
提
出
し
、
幹
事
会
の
承
認
を

得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
支
部
の
解
散
日
は
、
幹
事
会
の
承
認
日
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
支
部
を
解
散
し
た
場
合
、
支
部
長
は
、
幹
事
会

と
協
議
の
上
、
当
該
年
度
に
受
け
た
補
助
経
費
の
一
部

ま
た
は
全
部
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

、

▼▼▼

支
部
設
立
承
認
ま
で
の
流
れ

申
請
書
類
の
提
出

▼

同
窓
会
事
務
局

　
　
　
　

に
よ
る
書
類
審
査

（
以
下
、「
事
務
局
」
と
い
う
。）

▼

代
表
者
へ
の
承
認
通
知

　

常
磐
大
学
同
窓
会
会
則
第
21
条
に
定
め
る
と
お
り
、

支
部
は
以
下
の
目
的
で
設
立
す
る
も
の
で
す
。

　

①　

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
。

　

②　

本
会
の
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。

　

③　

常
磐
大
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
。

　

支
部
は
以
下
の
単
位
で
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
支
部
設
立
時
に
必
要
な
会
員
数
は
、（　

）

内
の
と
お
り
で
す
。

　

①　

都
道
府
県　

  

（
10
名
以
上
）

　

②　

卒
業
年
度　

  

（
20
名
以
上
）

　

③　

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
20
名
以
上
）

　

④　

サ
ー
ク
ル
そ
の
他
、
幹
事
会
が
認
め
た
も
の　

  

　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
20
名
以
上
）

　

支
部
の
設
立
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
下
記
の
書
類
を

同
窓
会
事
務
局
宛
に
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

【
申
請
項
目
】

　

①　

支
部
設
立
願　
　
﹇
様
式
第
２
号
﹈

　

②　

支
部
員
名
簿　
　
﹇
様
式
第
３
号
﹈

　

③　

支
部
規
程

　

④　

支
部
事
業
計
画　
﹇
様
式
第
４
号‒

１
﹈

※　

各
様
式
は
、
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

様
式
に
記
載
さ
れ
て
い
る
以
下
の
事
項
を
必
ず
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
支
部
設
立
の
目
的

２
．
支
部
設
立
単
位

３
．
申
請
方
法

　

３
ー
①　

支
部
設
立
願

　

・　

代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先

　

・　

設
立
単
位

　

・　

支
部
名
称

　

・　

設
立
時
構
成
員
数

　

支
部
会
員
の
名
簿
を
作
成
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
支
部
名
簿
に
は
、
支
部
長
、
副
支
部
長
等
の
役
員

を
明
ら
か
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
支
部
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
同

窓
会
活
動
、
支
部
設
立
お
よ
び
支
部
設
立
後
の
活
動
に

関
す
る
事
項
に
利
用
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
名
簿
作
成

に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
旨
了
承
を
得
て
く
だ
さ
い
。

　

支
部
運
営
に
関
す
る
規
程
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
別
紙
の
規
程
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
参
考
に
作
成
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
最
低
限
定
め
る
べ
き
事
項
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

1
．　

名　

称　
　
　
　

2
．　

目　

的

　

3
．　

所
在
地　
　
　
　

4
．　

支
部
員

　

5
．　

変
更
の
届
出　
　

6
．　

役　

員

　

7
．　

事
務
局　
　
　
　

8
．　

会　

議

　

9
．　

議
決
数　
　
　
　

10
．　

支
部
総
会

　

11
．　

役
員
会　
　
　
　

12
．　

会
務
の
報
告

　

13
．　

会　

計　
　
　
　

14
．　

会　

費
※

　

15
．　

会
計
年
度

　
　
　
　

※ 

年
会
費
等
徴
収
す
る
場
合
の
み

　

支
部
設
立
に
当
た
り
、
設
立
年
度
の
事
業
（
支
部
総

会
、
役
員
会
、
懇
談
会
等
）
に
関
す
る
計
画
を
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。

　

支
部
の
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
支
部
設
立
お

よ
び
運
営
に
際
し
て
生
じ
る
必
要
経
費
に
対
し
、
同
窓

会
よ
り
5
万
円
を
上
限
と
し
た
経
費
補
助
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
経
費
補
助
を
受
け
る
た
め
に
は
、
経

費
補
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
前
年
度
の
12
月
15
日
ま
で

に
、
次
の
書
類
を
事
務
局
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
【
経
費
補
助
申
請
書
類
】

　

①　

必
要
経
費
申
請
書　
﹇
様
式
第
６
号
﹈

　

②　

見
積
書

　

③　

そ
の
他
、
幹
事
会
が
必
要
と
認
め
る
書
類
。

　

上
記
書
類
の
提
出
を
受
け
、事
務
局
が
審
査
を
行
い
、

幹
事
会
で
承
認
を
得
た
の
ち
経
費
補
助
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
経
費
補
助
金
の
支
給
は
、
原
則
と
し
て

毎
年
４
月
末
日
ま
で
に
行
わ
れ
ま
す
。　
　
　

　

３
ー
③　

支
部
規
程

　

３
ー
②　

支
部
員
名
簿

　

３
ー
④　

支
部
事
業
計
画

４
．
経
費
補
助

　

経
費
補
助
の
使
途
が
次
の
事
項
に
該
当
す
る

場
合
に
は
、
幹
事
会
が
、
支
部
長
と
協
議
の
上
、

補
助
経
費
の
一
部
あ
る
い
は
全
部
を
返
還
さ
せ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

１
．
申
請
し
た
目
的
以
外
に
、
使
用
し
た
と
認

　
　

め
ら
れ
る
場
合

２
．
補
助
金
の
執
行
が
申
請
内
容
と
著
し
く
異

　
　

な
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

３
．
そ
の
他
、
幹
事
会
に
よ
り
返
還
の
必
要
が

　
　

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

５
．
支
部
設
立
後
の
義
務
に
つ
い
て

　

支
部
の
活
動
が
次
の
事
項
に
該
当
す
る
場
合
、

幹
事
会
は
、
そ
の
支
部
を
解
散
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
（
細
則
第
7
条
抜
粋
）

１
．
本
細
則
に
定
め
る
事
項
が
遵
守
さ
れ
て
い

　
　

な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

２
．
常
磐
大
学
同
窓
会
の
名
誉
を
著
し
く
傷
つ

　
　

け
た
場
合

６
．
解
散
に
つ
い
て

▼
同
窓
会
幹
事
会

（
以
下
、「
幹
事
会
」
と
い
う
。）

　
　
　
　
　
　

に
よ
る
審
査

常
磐
大
学
同
窓
会
（
以
下
、「
同
窓
会
」

と
い
う
。）
は
、
設
立
２0
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
、
2
0
0
7
年
度
か
ら

2
0
0
9
年
度
ま
で
の
3
年
間
、
支
部
設
立

に
関
わ
る
特
別
補
助
お
よ
び
支
援
（
以
下
、

「
補
助
」
と
い
う
。）
を
行
い
ま
す
。

１
．
補　

助　

内　

容

補
助
は
、
支
部
設
立
支
援
と
し
て
、
同
窓

会
支
部
細
則
第
８
条
に
定
め
る
経
費
補
助

（
同
窓
会
支
部
設
立
申
請
要
項
「
４
．
経
費

補
助
」
参
照
）
の
他
に
、
３
万
円
を
上
限
と

す
る
費
用
の
補
助
お
よ
び
支
部
設
立
に
関
わ

る
業
務
代
行
等
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
支
部
設
立
に
関
わ
る
支
援
の
例
】　

　

・
同
窓
会
の
管
理
す
る
情
報
媒
体
（
ホ
ー

　
　

ム
ペ
ー
ジ
、
会
報
「
と
き
わ
の
風
」）　

　
　

へ
の
支
部
設
立
に
関
わ
る
記
事
掲
載

　

・
案
内
状
発
送
業
務
代
行

   　
（
宛
名
シ
ー
ル
の
作
成
・
提
供
、
封
入

　
　

作
業
・ 

発
送
の
代
行
、
返
信
内
容
の

　
　

集
計
等
）

　

・
通
信
費
の
補
助
（
３
万
円
を
上
限
と
す

　

る
）

　

・
支
部
設
立
に
伴
い
、
発
起
人
名
で
実
施

　
　

す
る
新
聞
広
告
等
の
費
用
の
一
部
負
担

　

・
・
・
そ
の
他　

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※　

支
部
設
立
に
際
し
、
同
窓
会
が
保
有

　
　

す
る
会
員
の
個
人
情
報
は
、
い
か
な
る

　
　

場
合
に
も
開
示
・
提
供
で
き
ま
せ
ん
の

　
　

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

２
．
申　

請　

方　

法

補
助
申
請
に
当
た
っ
て
は
、
様
式
記
20
第

１
号
の
申
請
書
を
同
窓
会
事
務
局
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
申
請
に
当
た
っ
て
、
次
の
事
項
を
明

記
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

・
支
部
名
称

　

・
発
起
人
氏
名
・
住
所
・
連
絡
先

　

・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

問
い
合
わ
せ
先
の「
住
所
」・「
氏
名
」・

　
　
「
連
絡
先
」を
指
定
し
て
く
だ
さ
い
。（
原

　
　

則
と
し
て
、
発
起
人
が
問
い
合
わ
せ
先

　
　

と
な
り
ま
す
。）

　

・
支
援
要
望
事
項

　
　

支
援
を
要
請
す
る
内
容
を
具
体
的
に

　
　

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

案
内
状
発
送
業
務
代
行
を
申
請
す
る
場
合

に
は
、
以
下
の
書
類
を
必
ず
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

・
案
内
状
発
送
対
象

ど
う
い
っ
た
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
案
内
状

を
発
送
す
る
か
様
式
記
20
第
１
号
「
支
援
要

請
事
項
」
に
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。（
す
で

に
名
簿
が
あ
る
場
合
に
は
、
名
簿
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。）

・
案
内
状

               

﹇
様
式
記
20
第
１
号
別
紙
１
﹈

案
内
状
本
文
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
案
内
状
に
は
、
支
部
設
立
の
目
的
、
同
窓

会
の
協
力
に
よ
り
文
書
を
発
送
し
て
い
る
こ

と
、
返
信
期
日
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

・
返
信
用
は
が
き

               

﹇
様
式
記
20
第
１
号
別
紙
２
﹈

返
信
用
は
が
き
裏
面
記
載
文
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

返
信
先
は
原
則
同
窓
会
事
務
局
と
な

　

り
ま
す
。
同
窓
会
事
務
局
に
て
集
計
後
、

　

発
起
人
へ
支
部
所
属
希
望
者
に
関
す
る
情

　

報
提
供
を
行
い
ま
す
。

★
各
種
様
式
は
、
同
窓
会
H
P
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
下
さ
い
。

（
U
R
L：
http://w

w
w
.tokiw

a.ac.jp/　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
                dosokai/）

~

【
問
い
合
わ
せ
先
】

常
磐
大
学
同
窓
会
事
務
局

E
-m
ail:  dosokai@

tokiw
a.ac.jp 



　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
同
窓
会
の
諸
兄
姉
に
は
、
社

会
の
各
分
野
で
御
活
躍
の
段
、
誠
に
頼

も
し
く
存
じ
ま
す
。
私
は
人
間
科
学
部

の
糸
賀
と
申
し
ま
す
。
日
本
史
を
専
攻

し
て
い
ま
す
。
今
日
、
大
学
は
三
学
部

体
制
と
な
り
ま
し
た
が
、
学
内
で
出
合

う
こ
と
の
な
か
っ
た
多
く
の
同
窓
生
も

居
ら
れ
ま
す
。

　

私
は
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
二
月

に
本
学
に
着
任
し
ま
し
た
の
で
本
年
は

二
十
年
目
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
今

年
は
年
男
で
も
あ
り
、
団
塊
世
代
真

中
も
つ
い
に
か
く
な
る
事
と
な
り
ま
し

た
。
幼
少
の
頃
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
恐

れ
つ
つ
遊
ん
だ
記
憶
も
朧
で
す
。

　

さ
て
、
常
磐
大
学
も
こ
の
一
月
で
開

学
（
一
九
八
三
年
）
以
来
二
十
五
年
目

で
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
景
観
も
新
た
な
建

物
と
と
も
に
ず
い
分
変
容
し
ま
し
た
。

法
人
名
も
〝
常
磐
大
学
〞
と
な
り
、
大

学
院
・
大
学
・
短
期
大
学
・
高
等
学
校
・

幼
稚
園
を
経
営
し
、
さ
ら
に
こ
の
四
月

に
は
「
智ち

が
く
か
ん

学
館
中
等
教
育
学
校
（
中
学
・

高
校
一
貫
六
年
制
）」
が
桜
ノ
牧
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
小
吹
町
）
隣
接
地
に
開
校
し

ま
す
。
そ
し
て
、
来
た
る
二
〇
〇
九
年

に
は
、
諸
澤
み
よ
先
生
に
よ
る
裁
縫
伝

習
所
開
設
（
一
九
〇
九
年
）
以
来
百○

○年

目
を
迎
え
ま
す
。
す
で
に
こ
の
記
念
す

べ
き
時
を
意
識
し
た
様
々
な
計
画
が
動

き
出
し
て
い
ま
す
。
近
々
、
同
窓
生
の

皆
様
に
も
御
支
援
を
お
願
い
す
る
手
筈

で
す
。

　
「
百
年
」
と
は
な
か
な
か
大
変
な
歳

月
で
す
。〝
長
い
時
の
流
れ
〞
の
意
味

で
す
が
、
こ
の
間
、
人
は
一
代
な
ら
ず
、

三
代
は
必
須
、
た
と
え
ば
「
百
年
論
定

ま
る
」
と
い
う
如
く
、
よ
う
や
く
評
価

が
定
ま
る
時
間
な
の
で
あ
り
ま
す
。
果

し
て
こ
の
百
年
の
星
霜
を
経
る
中
で
、

わ
が
〝
常
磐
〞
は
ど
の
よ
う
な
評
価
を

受
け
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
何
と
も
気

に
な
る
こ
と

で
す
。
公
立

学
校
の
百
年

と
私
立
学
校

の
百
年
は
そ

の
存
立
意
義

と
形
態
に
お

い
て
異
な
り

ま
す
。
皆
様

は
今
改
め
て
常
磐
大
学
で
学
ば
れ
た
こ

と
を
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
お
ら
れ
る
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
こ
で
私
か
ら
の
提
案
で
ご
ざ
い
ま

す
。
本
紙
「
と
き
わ
の
風
」
の
一
層
の

充
実
を
祈
念
し
つ
つ
、
常
磐
大
学
同
窓

会
の
愛
称
（
例
え
ば
〝
常
磐
会
〞）
を

選
定
さ
れ
ま
し
て
、
連
合
同
窓
会
の
一

翼
と
し
て
〝
常
磐
〞
の
百
年
に
花
を
添

え
て
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

（2）

体
育
会
活
動
報
告（
春
季
）

体
育
会
活
動
報
告（
春
季
）

２００7
年度

 

■ 
硬
式
野
球
部

部　

長
：
千
葉　

敦　

監　

督
：
石
川　

清
一

部
員
数
：
５２
名

　

関
甲
新
学
生
野
球
リ
ー
グ
戦
１
部　
　
　

　
　
　

　

常
磐
大
学　

１  

─ 

３　

白
鷗
大
学

　

常
磐
大
学　

７ 

─ 

３　

白
鷗
大
学

　

常
磐
大
学　

１ 

─ 

５　

白
鷗
大
学

　

常
磐
大
学　

０ 

─ 

２　

平
成
国
際
大
学

　

常
磐
大
学　

２ 

─ 

０　

平
成
国
際
大
学

　

常
磐
大
学　

４ 

─ 

５　

平
成
国
際
大
学

　

常
磐
大
学　

２ 

─ 

０　

作
新
学
院
大
学

　

常
磐
大
学　

３ 

─ 

３　

作
新
学
院
大
学

　

常
磐
大
学　

３ 

─ 

１　

作
新
学
院
大
学

　

常
磐
大
学　

２ 

─ 

４　

上
武
大
学

　

常
磐
大
学　

４ 

─ 

３　

上
武
大
学

　

常
磐
大
学　

５  

─ 

８　

上
武
大
学    

　

常
磐
大
学　

１ 

─ 

０　

山
梨
学
院
大
学

　

常
磐
大
学　

９ 

─ 

６　

山
梨
学
院
大
学

MESSAGE

常
磐
百
年
に
想
う

人間科学部教授
学校法人常磐大学常任理事
（研究教育支援）

糸賀　茂男
慶應義塾大学大学院文学研究科史
学専攻博士課程単位取得満期退学。
文学修士。
専門：日本史（中世史・古文書学）。
歴史学研究会、地方史研究協議会、
日本古文書学会会員。

　

１
部
リ
ー
グ
７
勝
６
敗
１
分　

３
位

 

■ 

剣
道
部

部　

長
：
小
澤　

聡　

部
員
数
：
3１
名

全
国
学
生
剣
道
選
手
権
大
会　

　
【
女  

子
】　

　
　
　
　

原　

２
回
戦
進
出

第
５４
回
関
東
学
生
剣
道
選
手
権
大
会　

　
【
男  
子
】　　
　

　
　
　
　

飯
嶋　

２
回
戦
進
出

　
　
　
　

安
田　

２
回
戦
進
出

第
４０
回
関
東
学
生
剣
道
選
手
権
大
会　

　
【
女  

子
】

　
　
　
　

富
島　

２
回
戦
進
出

全
関
東
学
生
弓
道
選
手
権
大
会

　
【
男
子
個
人
戦
】

　
　
　
　

菊
池　

二
次
進
出

　
　
　
　

中
島　

二
次
進
出

　
　
　
　

石
井　

二
次
進
出

　
　
　
　

江
幡　

二
次
進
出

　
【
女
子
個
人
戦
】

　
　
　
　

衣
笠　

三
次
進
出

全
関
東
学
生
弓
道
選
手
権
大
会
団
体
戦

　
【
男
子
団
体
戦
・
予
選
】

 

チ
ー
ム
の
的
中
数　

１０
中
↓
予
選
敗
退

　
【
女
子
団
体
戦
・
予
選
】

 

チ
ー
ム
の
的
中
数　

２
中
↓
予
選
敗
退

　
【
女
子
個
人
戦
】

　
　
　
　

衣
笠　

三
次
進
出

※
上
記
三
部
以
外
に
も
体
育
会
各
部
活
動
し

て
い
ま
す
。
今
後
に
ご
期
待
下
さ
い
。

　
「
茜
梅
寮
」（
学
生
寮
）
は
、
学
生
が

よ
り
快
適
に
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を

送
れ
る
よ
う
、「
快
適
・
安
心
・
安
全
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
2
0
0
6
年
に
完
成

し
ま
し
た
。

　

茜
梅
寮
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮

し
た
全
室
個
室
で
、
警
備
会
社
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム
、
寮
監
の

常
駐
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
キ
ー
に
よ
る
三
重

の
入
室
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
も
万
全
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
全
室
冷
暖
房
、
バ
ス
、
ト
イ
レ
、
家

具
、ミ
ニ
キ
ッ
チ
ン
を
完
備
し
、光
ケ
ー

ブ
ル
の
「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」
に
も
対
応
し

て
い
ま
す
。
室
内
は
、
カ
ー
ド
キ
ー
に

よ
り
照
明
な
ど
の
電
源
管
理
を
す
る
こ

と
で
、
外
出
時
の
電
気
の
消
し
忘
れ
防

止
を
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
食
事

は
、
朝
夕
和
／

洋
定
食
か
ら
選

ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

施
設
紹
介

　

茜せ
ん　

梅ば
い　

寮り
ょ
う

部 屋 数：79部屋
寮　　費：（入寮時）30,000円
　　　　　（月　額）60,000円
　※月額には，朝･夕の食費
　　および水光熱費を含む
入寮期間：原則１年間
入寮資格：大学・短大の新入生

　

新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

今
年
は
常
磐
大
学
に
と
っ
て
、
大
き
な

変
化
を
迎
え
る
年
に
な
り
ま
す
。
そ
の
一

つ
と
し
て
、
人
間
科
学
部
に
健
康
栄
養
学

科
が
誕
生
し
ま
す
。
社
会
で
ど
ん
ど
ん
必

要
と
さ
れ
る
分
野
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

四
年
後
の
卒
業
生
の
活
躍
が
今
か
ら
楽
し

み
で
す
。

　

同
窓
会
活
動
と
し
て
は
昨
年
、
支
部
設

立
の
た
め
の
会
則
が
改
正
さ
れ
、
細
則
も

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル
仲
間
、
ゼ

ミ
仲
間
等
で
ぜ
ひ
支
部
を
設
立
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
き
っ
と
次
回
の

同
窓
会
総
会
・
懇
談
会
が
待
ち
遠
し
く
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

同
窓
会
活
動
が
よ
り
い
っ
そ
う
盛
り
上

が
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
皆
様
も
総

会
や
こ
の
紙
面
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
飯
）

 

＊ 

編
集
後
記 

＊

同
窓
会
事
務
局
で
は
、
会
報
「
と
き
わ
の
風
」
に
掲
載
す
る
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
投
稿
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
日
々
の
雑
感
・
近
況
報
告
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
編
集
の
都
合
上
8
0
0
字
程
度
で
お
願

い
し
ま
す
。）
な
お
、
掲
載
さ
れ
た
方
に
は
、
薄
謝
進
呈
い
た
し
ま
す
。

[

送
付
先]　

〒
三
一
〇
‐
八
五
八
五　

常
磐
大
学
同
窓
会
事
務
局  

ま
た
は
、dosokai@

tokiw
a.ac.jp

【

掲

載

文

募

集

】

☆情報満載の同窓会ホームページも是非ご覧下さい。　　　http://www.tokiwa.ac.jp/̃dosokai/

先生

❺ 

同
窓
会
長
賞
制
度
設
立
へ
向
け
て

　

2
0
0
7
年
度
同
窓
会
総
会
に
て

承
認
さ
れ
た
「
常
磐
大
学
同
窓
会
設

立
20
周
年
記
念
事
業
」
の
ひ
と
つ
で

あ
る
「
在
学
生
表
彰
（
例
:同
窓
会

長
賞
）
の
創
設
」
に
つ
い
て
は
、
同

窓
会
事
務
局
と
母
校
と
の
話
し
合
い

が
進
み
、
今
年
3
月
の
卒
業
式
に
は

第
1
回
同
窓
会
長
賞
受
賞
者
が
表
彰

さ
れ
る
見
通
し
で
す
。

　

同
窓
会
長
賞
は
、
在
学
中
の
諸
活

動
で
、
顕
著
な
成
績
や
成
果
を
上
げ

た
個
人
や
団
体
に
対
し
て
賞
を
授
与

す
る
こ
と
に
よ
り
、
在
学
生
の
諸
活

動
の
活
性
化
を
支
援
し
、
本
会
お
よ

び
本
会
の
活
動
に
対
す
る
認
知
度
、

理
解
度
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
も
同
窓
会
長
賞
制
度
設
立
に

向
け
、
様
々
な
事
項
の
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
次
号
会
報
に
は
、

同
窓
会
長
賞
の
詳
細
に
つ
い
て
ご
報

告
し
ま
す
。

 

■ 

弓
道
部

部　

長
：
佐
藤　

環

部
員
数
：
１9
名

鈴
木　

智
子
さ
ん

（
旧
姓　

杉
山
）

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

振
興
学
部
2
期
」

ご
結
婚
さ
れ
た
方

お
く
や
み

青
山　

博
次
郎
先
生

「
元
人
間
科
学
部
教
授
」


